「第１２次足立区交通安全計画（案）」について、ご説明します。
まず、策定の経緯ですが、足立区の交通安全計画は、交通安全対策基本法に基づき昭和４６年度から５年ごとに策定してまいりました。
令和７年度で第１１次の５か年計画が終了したことから、本年４月に策定された東京都の第１２次計画に基づき、人優先、人命尊重の理念に立って、交通事故死傷者ゼロに近づけるため、足立区の１２次計画を策定し、重点的・計画的に対策を推進していくものです。
計画の期間は令和８年度から令和１２年度までの５年間です。
第１２次足立区交通安全計画の新たな視点は、主に三点です。
一点目は、今年４月より開始となった「交通反則通告制度（いわゆる青切符）」に伴う、自転車利用の対策、周知啓発です。
二点目は、近年足立区でも増加している、区内在留外国人に対する交通安全の周知、啓発です。
三点目は、特定小型原動機付自転車を始めとする、小型モビリティ対策の推進です。
次に、区内の交通事故等の現状です。
交通事故件数は平成１３年をピークに減少し、令和２年には過去最少の１，４９９件となり、その後は、ほぼ横ばいの状況が続いています。
また、交通事故死者数は令和６年に過去最低の４名になり、第１１次足立区安全計画で掲げていた、交通事故死者数５名以下の目標を達成することができました。しかし、翌年令和７年は９名と倍増しております。
当事者別死亡事故の発生状況は、歩行者が最も多く、次いで自転車、二輪車となっています。
６５歳以上の高齢者が関与する事故の割合は、全体の約３５％となっており、この五年間でも高い状態で推移しています。
事故全体の中で、二輪車・自転車関与事故の割合は、二輪車が全体の２０％、自転車はさらに多く、全体の約５０％になっています。
例えば令和７年で見ますと、事故総件数の１，５９３件に対し、二輪車関与事故は３２５件と約２０％、自転車関与事故は７９１件と約５０％となります。
子供の死傷者数からは、事故の傾向として、低学年では歩行者の事故が多く、３年生、４年生あたりからは歩行者ではなく自転車による事故が多くなっています。
次に第１２次交通安全計画の目標です。
これまでの交通事故の現状を踏まえ、本計画では２つの目標を掲げます。
一つ目は、基本目標として、令和１２年までに、区内の交通事故による２４時間死者数を昨年同様５人以下とすることです。東京都の「第１２次交通安全計画」では、令和１２年までに２４時間死者数を１１０人以下とする、という目標を掲げており、最終的には交通事故による死傷者を０にすることを目指しています。そこで、区内の死亡事故の状況や、人口比率などを考慮し、５人以下という目標を設定しております。なお、２４時間死者数とは、交通事故発生から２４時間以内に死亡した人数を意味します。
二つ目は、補完的目標として自転車の走行マナーが良いと感じる区民の割合を、現在の約３１％から、令和８年度から１２年度の５年間平均で３３％以上にすることです。足立区は、平坦な地形で自転車利用者が多く、自転車事故が多く発生しております。こうした足立区の特性や事故の現状を踏まえ、自転車利用者の交通法令の遵守や走行マナーの向上を図ってまいります。
 
この二つの目標を達成するため、重視すべき３つの柱を設定し、これに基づいて取組みを行います。
第１の柱は「高齢者及び子どもの安全確保」です。
誰もが安心できる交通環境を整備するため、生活道路や歩道などの環境整備を進めます。また、子どもには体験型の安全教室を、高齢者には住区センター等で啓発活動を実施します。
第２の柱は「自転車の安全利用の推進」です。
足立区は平坦な地形で自転車利用が非常に多いため、自転車専用通行帯の整備を進めます。また、自転車安全教室の実施やヘルメット着用の普及啓発に努めます。そして、交通反則通告制度適用に伴い、交通ルールの周知啓発もさらに推進していきます。
第３の柱は「二輪車や小型モビリティの安全対策」です。
二輪車は事故の多い幹線道路での交差点改良を進めるとともに、各種キャンペーンを通じて胸部プロテクターの着用や安全運転の徹底を呼びかけます。
また、特定小型原動機付自転車を始めとする小型モビリティについては、交通ルールの周知や交通違反の取締りを強化していきます。
目標を達成するための３つの柱の取り組みについて、詳しくご説明いたします。
まずは柱１の、高齢者および子どもの交通安全確保についてです。
まず、ア　誰もが安心できる交通環境の整備です。歩行者・自転車・自動車等が安全で円滑に通行できるよう、バリアフリー化も含めた道路・歩道の整備や、ガードレールの整備など、ハード面での対策を進めていきます。また、警察署や道路管理者、学校関係者、PTA、開かれた学校づくり協議会などとも協力し、通学路点検も行います。
次に、イ　高齢者および子どもを対象として交通安全教育の推進です。主に住区センターで実施している高齢者向けの交通安全講話や、保育園・幼稚園で行っている交通安全教室、小学３年生を対象に行っている「自転車安全運転免許発行事業」を通じて、交通安全の普及を進めております。
続いて２つ目の柱、自転車の安全利用の推進についてです。
ア　「自転車用ヘルメット購入補助」による自転車用ヘルメット利用の促進については、令和５年の改正道路交通法により、自転車乗用時のヘルメット着用が努力義務化されたことから、ヘルメット着用についての広報啓発を強く行っております。加えて、区民のヘルメット購入について補助も行っており、令和８年４月からは補助額を３，０００円に拡充し、取り組んでおります。
イ　自転車専用通行帯、ナビマークの設置について、区では足立区自転車活用推進計画にもとづき、自転車走行環境整備を進めております。地域の道路事情に応じた自転車専用通行帯の整備や、自転車が通行すべき区分と進行すべき方向を路面に明示した法定外表示の自転車ナビマークの設置も進めております。

ウ　自転車に対する交通反則通告制度適用に伴う、交通ルール周知啓発の推進です。
青切符制度開始に伴い、令和８年４月より自転車交通安全に関する街頭指導を委託事業者と契約し、開始しております。北千住駅や五反野駅、国道四号線や環状七号線など、自転車の交通量が多いところを中心に、自転車の交通安全に関して周知啓発に重点的に取り組んでいます。
また、警察署とも協力した、自転車ストップ作戦や自転車実技教室なども通じて、自転車交通マナーの周知継続を図っております。
最後に、３つ目の柱である二輪車及び特定小型原動機付自転車を始めとする小型モビリティの安全対策の推進についてです。
ア　ヘルメットあご紐の正しい結着、胸部プロテクター着用の推進ですが、ヘルメットの正しい着用やプロテクターの使用について、ヘルメットの展示などを通じて広報啓発を進めております。
イ　特定小型原動機付自転車を始めとする小型モビリティの交通違反取締強化と安全利用啓発の推進ですが、警察署や地域交通安全活動推進委員等による二輪車事故防止に向けた各種キャンペーン実施や、小型モビリティの交通ルール周知徹底、交通違反の取締り強化を中心に進めてまいります。
本計画をもとに、実効性のある交通安全対策を重点的・計画的に推進してまいります。

